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の教え子と向きあうために』製作を手がかりにして――                          
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１ 渡辺大輔・吉田和子「人権教育の現代的課題としてのセクシュアル・マイノ
リティ―「同性愛者と語る会」公開研究会の視点(1)―」(「岐阜大学教育学研
























                                                 
























































 まずは、教職に就く直前の学生たちや、就職して 1、2 年目の先生た
ちにインタビューして、この問題に関する「問い」を出してもらうこ
とからスタートした。さまざまな「問い」が寄せられたが、中でも多















































































































































































































































   “女性集団”というのは、そのすべての外部領域にあたること
になる。だから、“女性集団”内においては、女らしい女も、そ
















                                                 
























































































































 最後に、LGBT に関する今日的な認識として、押さえておくべき二 
                                                 




















 二つ目の LGBT 市場への期待に関しては、2012 年 7 月 14 日に、
「週刊ダイヤモンド」と「週刊東洋経済」がそれぞれ、「特集 2 国内





                                                 
１４ 谷口洋幸「セクシュアルマイノリティの人権に関する国連決議」(「季刊セ
クシュアリティ」、2011・10) 参照。 
１５ 浅井春夫「性教育の氏名とは何か」(「季刊セクシュアリティ」、2011・春
号)および、「子ども・子育てビジョン」本文(http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodo 
mo/pdf/vision-zenbun_0001.pdf) 参照のこと。 
セクシュアル・マイノリティ問題に関する教師の「当事者性」と「聴く力」 
 
28 
の学生が押し出される一方で、この問題が原因で学齢期を乗り切れな
かったであろう LGBT たちが分節化され、格差の隔たりが拡大するで
あろうことも容易に想像させてくれる。 
 将来的には学校教育の中で性教育の占める位置が大きなものとなる
可能性があると同時に、セクシュアル・マイノリティ内での格差化が
広がることを見据えつつ、「先生にできること」は何か。その出発点
の一つは、まぎれもなく、教師の「聴く力」にある。 
 
追記：ご希望により、DVD をお送りします。詳しくは、金井景子まで
ご連絡下さい。 
kanaike@waseda.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
